
参
議
院
議
員 

髙
良
鉄
美
激
励
会
へ
の
御
案
内 

 
平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
去
る
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
髙
良
鉄

美
の
当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

沖
縄
の
現
実
に
目
を
む
け
る
と
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
強
行
す
る
政
府
の
姿
勢
が

あ
り
ま
す
。
県
知
事
選
挙
、
県
民
投
票
、
衆
院
３
区
補
選
で
県
民
の
圧
倒
的
な
民
意

が
示
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
は
埋
め
立
て
土
砂
の
投
入
を
強
行
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
選
挙
で
も
、
民
意
を
無
視
し
続
け
る
安
倍
政
権
に
県
民
の
怒
り
の
民

意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
髙
良
鉄
美
は
、
県
民
の
怒
り
の
声
を
国
会
の
場
に
届
け
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
憲
法
学
者
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
、
憲
法
改
悪
阻
止
に
全
力

を
つ
く
し
ま
す
。 

髙
良
鉄
美
は
、
伊
波
洋
一
参
議
院
議
員
と
共
に
参
院
会
派
「
沖
縄
の
風
」
と
し
て

国
会
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

糸
数
慶
子
前
参
院
議
員
が
守
り
抜
い
て
き
た
「
平
和
の
一
議
席
」
を
し
っ
か
り
と

引
き
継
ぎ
、
玉
城
デ
ニ
ー
県
政
を
国
政
の
場
か
ら
支
え
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
誇
り

と
尊
厳
を
守
る
た
め
日
々
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
参
議
院
議
員
当
選
を
共
に
喜
び
、
髙
良
鉄
美
参
議
院
議
員
の
今
後
の

活
躍
を
期
待
す
る
激
励
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

時
節
柄
、
お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
皆
様
に
は
是
非
と
も
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

記  

一
、
 
日
 
時
 
９
月
２
８
日
（
土
）
午
後
５
時
半
開
場 

６
時
開
会 

二
、
 
場
 
所
 
教
育
福
祉
会
館 

三
、
 
参
加
費
 
３
千
円
  

 
 
 
主
 
催
 
髙
良
鉄
美
後
援
会
  

Ø
 

呼
び
か
け
人
（
髙
良
鉄
美
後
援
会
共
同
代
表
） 

照
屋
 
義
実
、
稲
嶺
 
進
、
垣
花 

豊
順
、
東
門 

美
津
子
、 

仲
里
 
利
信
、
比
屋
根 

照
夫 

 
 
  

※
こ
の
催
物
は
、
政
治
資
金
規
正
法
第
八
条
の
二
に
規
定
す
る
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。 


